
R e p o r t 　 令 和 6 年 能 登 半 島 地 震  災 害 支 援 ナ ー ス の 活 動

大 阪 府 看 護 協 会 は 、 日 本 看 護 協 会 の 要 請 を 受 け 、1 月

9 日 ～ 2 月 2 0 日 の 約 4 0 日 間 、「 災 害 支 援 ナ ー ス 」 を 派 遣

し ま し た  。

災 害 支 援 ナ ー ス と は 、 都 道 府 県 看 護 協 会 に 登 録 し 、 専

門 の 研 修 を 受 け た 看 護 師 で す 。 本 会 に は 、3 月 1 日 現 在

約 4 0 0 名 が 登 録 し て い ま す 。 い つ 起 こ る か わ か ら な い

災  害  に  備  え て  、 被  災  地  で  適  切  な  医  療 ・ 看  護  を  提  供  で  き

る よ う 人  材  育  成  に  努  め て い ま す  。

1 月 9 日 か ら 派  遣 を 開 始  、 各 地 か ら 派  遣 さ れ た 災 害 支

援 ナ ー ス は 金 沢 で 集 合 し 、 日 本 看 護 協 会 が 準 備 し た

バ ス で 能 登 半 島 の 派 遣 先 へ と 向 か い

ま し た 。 活 動 当 初 は 、 地 盤 の 隆 起 が 激

し く 、 道 路 が 寸 断 さ れ て い る 状 況 で 、

本 来 な ら 2 時 間 も か か ら な い と こ ろ を

8  時  間  か  け  て 派  遣  先  に  到  着 し ま し た  。

令 和 6 年 1 月1 日 午 後 4 時 1 0 分 、 石 川 県 能 登 地 方 で 「 最 大 震 度 7 」 の 地 震 が 発 生 し ま し た 。

亡 く な ら れ た 方 々 の ご 冥 福 を お 祈 り 申 し 上 げ る と と も に 、 被 災 さ れ た 方 々 に お 見 舞 い を 申 し 上 げ ま す 。

ま た 、 被 災 地 域 で 支 援 活 動 に 尽 力 す る 方 々 に 心 か ら 敬 意 を 表 し ま す 。

1 月 9 日 か ら 派 遣 の1 班 5 名 は 、2 カ 所 の 病 院 で 災 害 支 援 を 行 い ま し た 。 看 護 師 は 、 自 ら も 被 災 さ れ た に も

か か わ ら ず 、 入 院 患 者 さ ん に 平 時 と 変 わ り な い 看 護 を 行 い 、 入 院 や 別 の 病 院 へ の 退 院 調 整 な ど に 追 わ

れ て い ま し た 。 そ ん な 中 、D M A T ※ の 看 護 師 長 の 指 示 の 下 、 活 動 し ま し た 。 断 水 の た め 簡 易 ト イ レ を 使 用

し 、 感 染 が 拡 大 し な い よ う に 努 め て い ま し た 。

「 1. 5 次 避 難 所 と は 、 自 宅 で あ る 。 」 と 引 き 継 ぎ を 受 け ま し た 。 年 齢 層 は 子 ど も か

ら 高 齢 者 、 独 居 ・ 家 族 連 れ 、 多 世 帯 同 居 な ど 、 様 々 な 地 域 か ら の 入 所 で し た が 、

高 齢 者 が 多 か っ た で す 。 主 な 役 割 は 、 保 健 師 か ら 要 観 察 者 の 相 談 、 要 観 察 者

の 情 報 を 医 師 に 提 供 、 診 察 介 助 、 体 調 不 良 者 へ の 対 応 、 避 難 者 か ら の 診 察 依

頼 の 対 応 で し た 。 救 急 搬 送 の 連 絡 調 整 、 搬 送 も あ り ま し た 。

ま た 、 医 師 、 看 護 師 、 保 健 師 、 事 務 職 、 介 護 職 な ど 多 職 種 が 集 ま り 、 ミ ー テ ィ ン

グ を し ま し た 。 こ う し て 、3 泊 4 日 の 災 害 支 援 ナ ー ス の 活 動 が 終 了 し ま し た 。

2 班 （ 1 月 1 2 日 ～ 1 5 日 ） か ら は 、 避 難 所 （ 輪 島 市 立 門 前 東 小 学 校 ） へ の 支 援 が 始 ま

り ま し た 。 体 調 不 良 の 方 に つ い て 、 医 師 に 診 察 や 薬 の 処 方 を 依 頼 し ま し た 。 点 滴

の 必 要 な 方 に は ダ ン ボ ー ル ベ ッ ド の 横 に 自 立 型 の そ う じ 用 モ ッ プ を 立 て 、 点 滴 ス

タ ン ド の  代 用 と す る こ と も あ り ま し た  。 避  難  者 は 高 齢  者  が 多 く  、 服  用 薬 を 把  握 す

る 必 要 が あ り ま し た 。 介 助 が 必 要 で 自 衛 隊 が 設 置 し た お 風 呂 ま で 行 け な い 方 は 、

身  体  を  拭  い  た り し ま し た  。

ま た 、 感 染 を 防 ぐ こ と に は 常 に 意 識 し ま し た 。 仮 設 ト イ レ は 、 消 毒 ス プ レ ー で 毎 日

掃 除 し 、 仮 設 ト イ レ １ 基 を 感 染 者 専 用 ト イ レ に 整 備 し ま し た 。 派 遣 当 初 は 看 護 師

側 で 行 う こ と も 多 か っ た で す が 、 徐 々 に 避 難 者 が 地 区 ご と に 集 ま り 、 自 ら 清 掃 、

環 境 整 備 、 換 気 な ど で き る よ う に 、 声 掛 け を し な が ら 自 立 に 向 け た 支 援 を 進 め て

い き ま し た  。

「 災 害 急 性 期 に 活 動 で き る 機 動 性 を 持 っ た ト レ ー ニ ン グ を 受 け た 医 療 チ ー ム 」 と 定

義 さ れ て お り 、 災 害 派 遣 医 療 チ ー ム Di s a st er M e di c al A s si st a n c e T e a m の 頭 文 字 を

と っ て 「 D M A T （ デ ィ ー マ ッ ト ） 」 と 呼 ば れ て い る 。

令 和 6 年 能 登 半 島 地 震

大 阪 府 看 護 協 会 が 派 遣 し た 災 害 支 援 ナ ー ス の 活 動 に つ い て レ ポ ー ト し ま す 。

被 災 さ れ た 方 の 声 を 聞 き 、 手 を 取 り 合 い 、

派 遣 さ れ た 災 害 支 援 ナ ー ス 全 員 が

一 丸 と な っ て 、 支 援 活 動 に 臨 み ま し た 。

災 害  支  援 ナ ー ス
被 災 さ れ た 方 に 心 を 寄 せ て

の 活 動

1. 5 次 避 難 所

１ 次 避 難 所 と は ・ ・ ・ 災 害 時 の 危 険 を 回 避 す る た め に

一 時 的 に 避 難 す る 場 所 、ま た は 帰 宅 困 難 者 が

公 共 交 通 機 関 が 回 復 す る ま で 待 機 す る 場 所 。

１. 5 次 避 難 所 と は ・ ・ ・

ホ テ ル な ど の 2 次 避 難 所 に 入 る ま で

一 時 的 に 被 災 者 を 受 け 入 れ る 場 所 。

支 援 活 動 0 1 病  院

支 援 活 動 0 2 １ 次 避 難 所

支 援 活 動 0 3 1 .5 次 避 難 所

自  立  型  の そ う じ  用  モ ッ プ  を

点 滴 ス タ ン ド と し て 代 用 !

歩 行 訓 練 ・ 見 守 り

建 物 外 に 設 置 さ れ た 仮 設 ト イ レ 車 中 泊 の 方 へ の 夜 間 巡 視

車 中 泊 の 方 へ の 夜 間 巡 視 や 建 物 外 の 仮 設

ト イ レ へ の 介 助 な ど 、 降 雪 に よ る 転 倒 防 止

に 留 意 し 、 支 援 を 行 い ま し た 。

日 本 看 護 協 会 か ら の 災 害 支 援 ナ ー ス 派 遣 活 動 は 、2 月 2 9 日 を も ち 全 て 終 了 と な り ま し た 。 本 会 の 派 遣 調 整 も
一 区 切 り と な り ま す が 、 被 災 地 の 復 興 と 再 生 へ の 道 の り は こ れ か ら で す 。 本 会 で は 、 今 後 も 被 災 地 に 心 を 寄
せ 、 被 災 地 の た め に 活 動 で き る 災 害 支 援 ナ ー ス の 育 成 に 努 め て ま い り ま す 。

● 災 害 支 援 ナ ー ス 派 遣 実 績

病 院
市  立  輪  島  病  院 ・
公 立 宇 出 津 総 合 病 院

1 月 9 日 ～1 月1 2 日

1 月1 2 日 ～1 月 2 4 日 ・1 月 2 7 日 ～ 2 月 8 日

派 遣 先 派 遣 期 間 派 遣 人 数

1 次 避 難 所 輪 島 市 立 門 前 東 小 学 校

5 名

2 6 名

1 月1 2 日 ～1 月1 5 日 ・1 月 2 7 日 ～1 月 3 0 日 ・
2 月 8 日 ～ 2 月 2 0 日1. 5 次 避 難 所

い し か わ  総  合
ス ポ ー ツ セ ン タ ー

合 計 4 3 名

1 2 名

D M A T と は ?
※

災 害 支 援 ナ ー ス

生 の 声
な ま

日 本 看 護 協 会 災 害 支 援 ナ ー ス は 、 国 内 の 多 く の 地 域 で の 活 動 実 績 が 評 価 さ れ 、 こ の た び 「 第 5 8 回 吉 川 英 治 文 化 賞 」 を 受 賞 し ま し た 。
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